
ofSymposiumDovolopmentandControlin

PrimatO Locomotion. (p.14).Inuyama.

PrimatoResearchlnstituto.KyotoUniver

sity.

7) Mouri,T.(1995):Thegrowthofsexual

dilrerenCOintheCraniumofJapanesem8-

caquOanalysedbymultivariatoallometry.

Anthropol.Sci.,103:164.

8) Niimi.SりNaito,A.,Kajitani,N.,Goto,

K..Yoshino,M.,0kn,H.,Okada,M..

Miyashita,S.,Kimura,T.,Takemoto,H..

&Hayama.S.(1994):Laryngealgestures

duringllmbmotion.Anthropol.Sci.,102:
190.

9) Okada,M..Morimoto,M"&Kimura,T.

(1994):Mobilityofhindlimbjointsin

Japaneso macaqueS aS influenced by
articular musclulature. Abstracts of

Symposium DevelopmentandControlin

PrimatO Locomotion.(p.22).huyama,
Primate Research Institute, Kyoto
University.

一和文-

1) 波田稜,鵜殿俊史.寺本研,菅原 勉 (1994):

チンパンジーの手と手首の骨格の発達:マカ

タやヒトとの比較.第10回日本霊長類学会大

会(1994年6月.上智大学,東京).霊長類研究.
10:145.

2) 添田穣 (1995):霊長類の歯牙年齢と骨格年

鶴.日本人類学会,Auxology分科会.(1995

年3月,大妻女子大,東京).

3) 葉山杉夫.岡秀郎,木村賛.岡田守彦,.新美

成二 (1994):コモンツパイの喉頭機能とす

べての霊長類の共通性の意義.霊長類研究,

10:143.

4) 国松豊.石田英実(1994):ケニヤ北部ナチョ

ラ出土の中型ホミノイドの上顎について.節

､48匝旧本人類学会 ･日本民族学会連合大会
(1994年10月,鹿児島大学,鹿児島).

5)毛利俊雄(1994):カニクイザル種群の頭蓋計

測値の種間･亜種問変異.第10回日本霊長頬

学会(1994年6月.東京).霊長類研究,10:
144.

6) 岡田守彦,宮下節,新共成二,栗山杉夫,岡

秀郎,木村賛 (1994):身体運動における声

門動態の蚊案.節15回バイオメカニズム学術

訴汝会予稿集.pp.137･140.

集団遺伝分野

庄武孝義･川本 芳 ･平井腎久

研究概要

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

庄武孝義 ･川本 芳･Gurja.Bolayl)

ニホンザルの血液蛋白変異やミトコンドリアD

NAの変異を検索し,群内.群問の退伝的変異性

を定立する｡得られたデータをもとに統計的検討

を加えニホンザルの繁殖柄近 ･種分化の解明をめ

ざす｡幸島群の退伝的特赦を再開杢するため94年

度未には幸島群の88頭のうち81頭を採血したム

B)Macaca屑サルの系統的相互関係

川本 芳 ･庄武孝義

ニホンザルを含むMacaca屑サル各車軸 らゝ材料

を採集し,前項A)と同一の方法によって種内･

種問の遺伝的変異性を定立化し,それら種間の遺

伝的分化 ･系統的関係を検討している｡'94年度

は川本がインドネシアのカリマンタンにて調査を

行い,各種の新たなサンプルを収典した｡また,I

PSバリ大会にて研究成果を発表した｡

C)ヒヒ類の種分化に餌する典田並伝学的研究

庄武孝義

94年皮は文部省科学研究於により,セミエソ山

岳地帯(海抜3800m)でih伝的変異と高地適応メカ
ニズムの解明のためサル施設松林泊明氏とケダラ

ヒヒの捕獲調査を行い.25頭分の試料を収輿した.

D)サバンナモンキーの集団適伝学的研究

場田 城 l)･庄武孝義

エチオピア中央部を流れるアワッシュ川の川辺林

に生息するサバンナモンキー(グリベットモンキー)

CercopitheczLSaethiopsaethiopsの集団構造を

調べるために,約600kmにわたる範EfIの10集団の

比較研究をしている｡'94年度は血中蛋白質の多

座位屯気泳動法により各集団の遺伝子頻度を求め

た｡

E)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義 ･川本 芳

1)大学院学生
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在来家畜とそれらの野生原種の野外調査によっ

て,家畜化現象そのものの集B]遺伝学的解明と,

各種家畜の集団間遺伝分化,系統的相互関係の解

明を行いっつある｡94年度はILRADとの共同研

究継続の確約をJICAより得た｡また,中国雲南

省における調査結果をまとめ公表した｡

F)霊長頬の染色体進化に関する分子細胞遺伝学

的研究

平井啓久･WilliamS.Procunier2)･川本 芳
染色体再配列に直接関与したと思われる染色体

部位のDNA,および霊長類独自のDNAを採取す

る目的で,染色体の顕徴切断法の導入を試みた｡

先ず,B榛とする染色体DNAを倒立顕微鏡とマtィ

クロマニピュレーターを使って削りとる方法を改

良した｡

霊長校の染色体進化を概括するために,18Sr

DNAをプローブとして7種を検索した｡その結果,

1対だけにrDNAを持つグループと4対以上の染色

体にそれを持つグループに大別された.

ヒトX染色体の動原体に特異的なDNA配列 (P

CR産物)を用いて,ヒト上科における染色体分

化のメカニズムを検討した｡

G)霊長頬の生田細胞遺伝学的研究

平井啓久･庄武孝義

霊長校の染色休進化を数量的に解析するため各

種のC-バンドを解析したoテナガザル頬のC-バン

ドは,従来報告されていない特異的なパターンで

ある串を発見した｡C-バンドバク-ンによって,

マカカ屈の各種およびマントヒヒとゲラダヒヒを

特定できる可能性を兄い出した｡

H)生物種問のキアズマ分化

平井啓久

住血吸虫2種および肺吸虫1種のキアズマ扱皮の

解析を行った｡極端に少ないキアズマ頻度を持つ

日本住血吸虫は.何らかの遺伝的偏りによってそ

の特性を獲得したものと結論付けられた｡さらに,

末端キアズマは本来のキアズマではないことを示

唆した｡また,アジア産住血吸虫は,各種特異的

なキアズマ頻度を有することが明らかになった｡

Ⅰ) トビキバハリアリ類におけるrDNAの多重化

と染色体進化

平井啓久

■文部省海外学術調査(国立遺伝学研究所:今井

2) 外国人研究員

弘民)の班員として.オーストラリアCSIROにお

いて,28SrDNAをプローブとして16種の染色体を

FISH法.T.解析した.その結果,染色体は数の少
ない(2n-2)方から多い(2m-78)方へ進化してい

る示唆を得た｡

論 文

一美文-

1) Hirai,HりYamamoto,M.-T..Ogura,冗.,

Satta,Y.,Yamada,M.,Taylor,R.W.&

lmai,H.T.(1994):Multiplicationof28S

rDNA andNOR activityinthechromo-

some evolution of the ant MyT7neCia

bilosuh)speciescomplex.ChromosoTTW,
103:171-178.

2)Kawamoto,Y.,Namikawa,TりAmano,T.,

Hashiguchi,T.,Yang,F.,Liu,A.,Xu,W.,

&Sh呈,L.(1994):Milkproteinyariations

inyellowcattleinYunnan.China.Anim.

Sci.Technol.(Jpn.).65:911-917.
3) Me主,H.,Hirai,H.,Tanaka,M..Hong,Z.,

Rekosh,D.M.,&LeVcrde,P.T.(1995):

LkhistosomamLZnSOni:Cloningandcharac-

terization of gene encoding cytosolic

Cu/Zn superoxido dismutasO. Exp.

Parasitolり80:250-259.

4) Suzuki,H.,Kawamoto,Y.,Takenakn.0.,

Munechika.Ⅰ.,Hori,H.& Sakurai.S.

(1994):Phylogeneticrelationshipsamong

HomosaplenSandrelatedspeciesbasedon

restrictionsiteVariationsinrDNA spac-

ers.Biochem.Genet.,32:257-269.

5) Tanakn,M.,Hirai,lL,LoVerde,P.T..

Nagafuchi,SりFranco,G.R.,Simpson,A.

J.G.,& Pena.S.D.J.(1995):Yeast

artifitial cbromosome (YAC)-based

genomemapplngOfthehumantrematode

parasite SbhistosoTna TTWnSOTu'. Mol.

Biocllem.Parasito1..69:4ト51.

報告･その他

一和文r

1) 川本 芳(1994):マカクの種内･種問にみら

れる退伝分化.迫伝,48(8):24-29.

2) 庄武孝義(1995):ヤクの特性とその利用 "世

ー18-



･界の動物ffW'特典.畜産の研究.49:1,19-
122.

学会発表等

一英文-

1)Kawamoto,Y.(1994).IGeneticdifferences
inM.faSCiculariseastandwestorthe

line. In: Symposium "Alfred Russet
Wallaco:Theman,theline,andthemon-

key.The15thcongressoftheInternational

Primatological Society (Bali,Indonesia,

August,1994).Abstracts:p.267.

2)K8WamOtO,Y.,Watanabe,K.,Matstlba-

yashi.K..Takenaka,0.,Watanabe,T.,&

Suryobroto.B.(1994):htrogressionand

gamcticdisequilibrium inacontact20nO
ofMMuatOnhem andM.hechi.The

15th congress of the International

PrimatologicalSociety (Bali,Indonesia.

August,1994).Abstracts:p.181.
-和文-

1)GurjaBelay,嶋田 誠.川本 芳,庄武孝義
(1994):ニホンザル･ツバキ群における逝伝

的変異.第10回日本霊長類学会(1994年6月,

東京).霊長研 究,10:159.

2)川本 芳,CharalEakayibhata,Puttipongso

Varavudhi(1994):タイの共体色カニクイ

ザルに関する集Bl退伝学的調査.第10匝旧本

霊長類学会(1994年6月,文京).霊長頬研究,
10:163.

3) 鈴木樹理,川本 芳,竹中 修,石田貴文,

PuttipongseVaravudhi(1994):タイに生息

するマカクの形慾学的特徴.第10【司日本霊長

類学会(1994年6月,東京).10:159.

系統発生分野

茂原信生1)･相見満 ･高井正成

研究概要

A)舌代日本人の形質入校学的研究

茂原信生

東北から中国地方にかけての縄文時代から江戸

1)19954年2月1日苛任

時代に至る古代人､特に縄文時代人の地方差を中

心に調査し､日本人の由来や地方変矧 こついて研

究している｡

ち)舌代日本犬の頭蓋骨の研究

茂原倍生

首代日本犬の頭蓋骨の形質の変遷を調査し､時

代的な変化とともに人との共通点が多く見られる

岨咽器官の退化様式を明らかにする研究を行って

いる｡

C)霊長類の岨喝器官の変化様式の研究

茂原信生

化石人類からヒトに向かう変化のなかで岨喝器

官の退化は重要な意味を持っている｡その退化様

式を言語に関する器官の保存や退化を補償する形

質の発達との開脚 こついて研究を行っている｡

D)インドネシアにおける第4紀霊長類の研究

相見 満

インドネシアの現世及び化石霊長類の系統 ･進

化 ･分類について､詳細な研究をおこなった｡

E)南アメリカにおける郊三紀の化石霊長類の研

究

高井正成

(1)ボリビア国のサジャ地域において後期漸新

世(約2500万年前)の地層の発掘調査をおこない､

最古の広鼻投頬化石BTYZnisel血の新模本を発見

した｡この標本の系統的記載をおこないながら､

広舟殻頬の起源に関する問題について研究をお

こなっている｡

(2)コロンビア国のラベンタ地域において中期

中新世(約1500万年前)の地層の発掘調査をおこ

ない､現生広鼻損矧 こ近縁なさまざまな化石霊

長類の標本を発見した｡これらの化石種と現生

種との関連性をもとに､現在の広鼻猿類の形態

的な多様性について系統分粒学的研究をおこなっ

ている.'

F)中央アジア地域における歯科人類学的研究

高井正成

中央アジア地域の現代人(94年度はモンゴル共

和国のモンゴル人)を対象に､歯科人頬学的調査

をおこなっている｡歯科疾患調査として食生活の

変化による歯科疾患の増加について検討し､歯科

人頬学的調査として歯列の印象採得をおこない､

同じモンゴロイド系のタジク人 ･現代日本人との

比較検討をおこなっている｡
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